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（ T E L ： 0 3 - 5 7 6 9 - 4 6 8 0 ） 

 

第 53期（令和元年 6月期）決算短信の開示が期末後 50日を超えたことに関するお知らせ 

 

 当社は、本日、第 53期（令和元年 6月期）決算短信の開示を行いましたが、当該開示が決算期末

後 50日を超えた理由及び今後の決算開示について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 決算短信の開示が期末後 50 日を超えた理由 

当社は、令和元年 8 月 2 日付「第三者委員会の設置のお知らせ」、令和元年 8 月 9 日付「第 53

期（令和元年 6 月期）決算短信の発表遅延に関するお知らせ」にてお知らせしましたとおり、当社

の連結子会社であるFUNtoFUN株式会社が行ったコンサルティング業務に係る売上取引の実在性に係

る疑義について、事実関係の解明等を目的として社外有識者のみを委員とする第三者委員会を設置

し、同委員会による調査に全面的に協力してまいりました。 

 第三者委員会による実態の解明に時間を要したことから、第 53期（令和元年 6月期）の決算発表

が決算期末後 50日を超える事態となりました。 

 

2. 今後の予定及び改善への取り組みについて 

当社は、今回の決算開示が遅延したことを厳粛に受け止め、当社グループ各社における管理体制

の整備及び当社のチェック・監査体制の整備を進め、今後の開示時期について期末後 50 日を超えな

いよう、適切な情報開示に努める所存です。 

 

 株主・投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけいたし

ましたこと、深くお詫び申し上げます。 

 

以上 


